
…申し込み　問…問い合わせ

子育て真っ最中のお母さんへ
「子育て講演会」
日時／11月９日（金）　午後２時〜３時
30分（受け付け：午後１時30分〜）
※預かり保育あり。
場所／市役所南分館３階会議室
対象／市内在住の子育て家庭（保護者）
演題／「乳幼児の病気について」
問旭市子育て支援センター（☎62-70 
99）

咲き誇る大輪の花々
「菊花大会」
期間／11月１日（木）〜15日（木）　午
前９時〜午後４時
場所／中央児童遊園（西宮神社前）
問旭市観光協会（☎62-7537）、市商
工観光課観光班（☎62-5338）

利用してみませんか
「図書館リサイクルフェア」
日時／11月９日（金）〜18日（日）　午
前９時〜午後６時　※土・日曜日は午
前９時〜午後５時まで。
場所／市民会館１階ロビー
内容／除籍した本などの無料配布
※人気雑誌などは冊数制限あり。
問市図書館（☎62-2560）

ハマグリを採らないで！
大切な水産資源を保護しましょう
　漁業協同組合では、ハマグリなどの
水産資源の管理に努めています。法律
で決められた共同漁業権がある漁業者
以外は、採ることができません。
問海匝漁業協同組合（☎57-3202）、市
農水産課振興班（☎68-1175）

新たな旅立ち
「旭市成人式」
日時／平成25年１月13日（日）　午前
10時〜（受け付け：午前９時〜）
場所／東総文化会館大ホール
対象／平成４年４月２日〜５年４月１
日生まれの人　※該当者へ案内状を郵
送します。本市出身で市外に住む人は、
事前に連絡をしてください。

問生涯学習課社会教育班（☎55-57 
27）

中小企業の皆さんへ「中小企業等グループ施設
等復旧整備補助事業（グループ補助金）」説明会
　被災した中小企業などで構成された
グループが、施設や設備の復旧・整備
に掛かる費用の補助を受けるための説
明会です。すでに交付を受けた事業所
は対象外です。
日時／11月６日（火）　午後２時〜３
時30分
場所／青年の家２階大会議室
問商工観光課商業振興班（☎62-5874）

11月９日（金）〜15日（木）に実施
「秋の火災予防運動」
　「消すまでは　出ない行かない　離
れない」が、2012年度全国統一防火
標語に決まりました。これからは空気
が乾燥し、火災の起きやすい季節です。
暖房器具や火の取り扱いには、十分注
意しましょう。
※11月９日（金）午前７時に、火災予
防運動開始の合図としてサイレンが
鳴ります。

問消防本部予防課（☎63-5356）

一人で悩まず相談を
「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫・パートナーからの暴力やストー
カー行為などの相談に応じます。
日時／11月12日（月）〜18日（日）　午
前８時30分〜午後７時　※17日（土）、
18日（日）は午前10時〜午後５時まで。
相談窓口／女性の人権ホットライン
（☎0570-070810）
問千葉県人権擁護委員連合会事務局
（☎043-247-3555・千葉地方法務局
人権擁護課内）

　去る10月11日と12日、東日本大
震災の被災地である岩手県の県都盛
岡市で、全国都市問題会議が開催さ
れました。全国の市長や議長、議員
など、例年より多い約1,600人が参
加しての大会でありました。
　仙台大学の高
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亨教授の「震災
復興と都市の役割」と題した基調講
演では、東日本大震災からの復興と
都市の連携、新しい公共について話
されました。新しい公共という観点
では、ボランティアの活躍が再建を
諦めていた人々に勇気や元気を与え
たこと、募金という形での資金援助
などに注目。中でも、被災した工場
などの再建に１口１万円程度の市民
ファンドがいくつも登場したことが
紹介されました。
　また復興には文化的要素が大きな
力になると話された、大阪大学の平
田オリザ教授の講演も印象的でした。
宮沢賢治が実践した農業教育などを
基に、国家のための教育から地域の
ための教育へとの考えを紹介。地域
の人材育成を進めながら６次産業化
につなげ、地域の付加価値を高める
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ことが大事と話され、大変参考にな
りました。
　帰りは、三陸海岸沿いの陸前高田
市から気仙沼市、南三陸町を通る
ルートで帰庁しました。海岸に面し
た町が全滅している光景は、まさに
目を覆いたくなるさまでした。陸前
高田市では、市役所や学校などを含
め約10㎢ほどの町並み全てが流さ
れ、1,749人にも及ぶ死者や行方不
明者があったということで、あちら
こちらに焼香台が設けられ、線香や
生花を供え、冥福を祈る姿がありま
した。気仙沼市では、特に津波で流
された大きな漁船が、町の真ん中に
そのまま残されている姿は印象的で
した。南三陸町では、防災庁舎で必
死に津波の襲来と避難を呼び掛けた、
町職員遠藤未希さんの姿を思い浮か
べながら黙とうを捧げました。
　この地域の復興、再生はどれだけ
かかるのだろうか。日本の発展を支
えた東北の人々や地域。どんなに時
間や予算がかかろうが、国の総力、
人々の絆で復活をせねばと感じたと
ころでありました。
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